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フレデリッシュは北陸電力株式会社、株式会社大気

社、農林中央金庫の共同出資によって 2021 年 3 月に

設立した完全人工光型の植物工場です。農業従事者の

減少や天候不順による野菜の生育不良などの農業が

抱える課題への対応するため、3 者がノウハウ・知見

を活用し、安定した野菜供給や持続可能な地域社会の

実現を目指します。 

現在は主にフリルレタス、グリーンリーフレタスを

生産し、生産能力は 1日最大 800kg です。設備は大気

社の「ベジ・ファクトリー」を導入し、LED 照明や空

調機等で栽培環境をコントロールすることにより、約

40 日で１株あたり約 200g のレタスを生産することが

できます。 

 

弊社での取り組み例 

１．栽培時における CO2排出量の低減 

工場で使用する電力は全て北陸電力の水力発電所

で発電した再生可能エネルギーを使用しています。栽

培時に CO2を排出しないため、「ゼロカーボン・レタ

ス」と名付けて販売を行っています。将来的には輸送

工程における CO2 排出低減も進めたいと考えていま

す。 

２．認証取得 

当工場は 2022 年 12 月に GLOBAL G.A.P.認証を取得

しました。これは食品安全、労働環境、環境保全に配

慮した「持続的な生産活動」を実践する企業である 
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ことを示すもので、福井県の植物工場では初めての取 

得になります。グローバル企業と取引する際に必要と 

なるため、仲卸事業者等から認証の取得を勧められた

ことがきっかけです。 

３．色付きレタスの試験栽培 

人工光型植物工場では、サニーレタス等の色付きの

レタスの発色が良くありません。これを改善するた

め、UV 照射により発色改善を図る栽培方法について若

狭湾エネルギー研究センターと協同で試験栽培を実

施しています。 

 

上記のように、日頃の事業活動を通じて、市場のニ

ーズを調査し、対応することで商品の価値向上に努め

ています。今後も引き続き市場が求める商品への感度

を高め、時代に合わせた植物工場運営を行ってまいり

ます。（文責：株式会社フレデリッシュ 町田 龍亮） 
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2023 年度 1 回目の「はじめのいっぽ栽培研修」が 5

月23日から6月27日まで全7回の日程で開催された。

今回の受講生は 7 名で、コンソーシアムからは 3 名の

参加があった。 

 

 

「はじめのいっぽ栽培研修」はその名の通り、人工光

型植物工場で植物を生産するための“いっぽ”を踏み出

すための基礎知識を習得するセミナーである。本セミ

ナーは実習と講義からなり、実習では、C20棟ユニバー

サル室に設置されているLED付き栽培棚でリーフレタ

スを養液栽培し、播種、培養液の作成、定植、収穫とい

った人工光型植物工場でのリーフレタスの生産で必須

となる一連の作業を体験する。講義では、環境制御の基

本的な考え方とその背景にある植物の生理機能につい

て概略を学ぶ。人工光源下での葉菜類栽培を前提とし

た講義ではあるが、最近の栽培品目の拡大傾向にも考

慮し、他の栽培品目や栽培方法との比較を交え、植物栽

培全般に応用できるような情報も提供している。 

 

 

 

例年実習では、環境制御の重要性を認識してもらう

ため、定植後の光強度を変えて栽培しており、今回は 3

水準の処理区を設定したほか、栽培棚の側面に簡易な

反射板を取り付けた処理区も設けた。受講生には、生育

の違いを観察してもらい、収穫後は処理区ごとの味と

食感の違いを実感してもらった。また、光条件や温度条

件を変えて栽培した植物を観察してもらい、環境条件

を整えることの重要さを実感してもらった。講義では、

今回も植物の物質生産や栄養吸収といったオーソドッ

クスな内容に加え、農業のスマート化を念頭に、植物の

成長を数値で捉えることの重要性について触れる時間

を取った。 

 

 

 

本セミナーは、来年 1 月に全 7 日間の日程で再度開

催が予定されている。1回目と同じ内容で実施すること

を予定しているが、環境条件によって変化する植物の

姿をできるだけ多く見てもらいたいと考えている。ま

た、少人数制であることの利点を最大限活かし、対話を

重視して、様々な背景を持つ受講生 1人 1人の目的に 

合った情報を提供できるよう努める。興味のある方は

是非ご参加頂ければと思う。 (文責 江口) 

 

「はじめのいっぽ栽培研修」2023 年度第 1回開催報告 

 

講義中の様子 

 

播種の説明を受ける様子 

 

定植作業の様子 
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2022 年度の PFC で行われた研究成果の発表会を 7 月

3 日（月）にハイブリッド形式で開催しました。今年度

も多くの研究を発表いただきました。 

以下は、そのタイトル・発表者・概要です。詳細は、

PFC ホームページに掲載しています。 

 

1.メタン発酵改質消化液の余剰汚泥に含まれる栄養塩

の養液栽培利用 

遠藤 良輔（大阪公立大学大学院農学研究科）  

メタン発酵は、有機性廃棄物からメタンとしてエネ

ルギーを、また、残渣液を液肥として回収する資源循環

技術である。残渣液は、さらに硝化処理して固液分離す

ることで養液栽培のための培養液に改質できる。ただ

し、これらの処理過程で、植物栄養塩である鉄やリンの

一部は固形分である余剰汚泥に取り込まれ、培養液に

は十分に移行しない。本研究では、余剰汚泥に取り込ま

れた再生リンを養液栽培で有効に利用する手法につい

て検討した。 

 

2.アクアポニックスへのメタン発酵改質消化液の適用 

遠藤 良輔（大阪公立大学大学院農学研究科） 

メタン発酵消化液を改質して養液栽培の培養液とし

て利用する際に、改質過程で発生する余剰汚泥の処理

が問題となる。本研究では、余剰汚泥がタンパク質に富

み高い栄養価を持つ点に注目した。魚の養殖と植物の

水耕栽培を組み合わせたアクアポニックスにおいて、

養殖餌料として余剰汚泥が、また、培養液として改質消

化液がそれぞれ利用できれば、メタン発酵とアクアポ

ニックスの双方で廃棄物由来の再生資源の利用率が高

まり持続性向上に寄与できる。本研究では、ドジョウな

らびにレタスを対象としたアクアポニックスにメタン

発酵消化液由来の資源を適用したときの窒素フローに

ついて調べ、再生資源利用型アクアポニックスシステ

ムの構築について検討した。 

 

3.食品残渣から再生した培養液を用いた 

レタス水耕栽培  

 林 伯諺（エスペックミック株式会社） 

食品残渣は N、 P、 K 等の植物栄養塩を豊富に含ん

でいることから、これを処理して培養液とすることで

養液栽培に利用できる可能性がある。本研究では、食品

残渣を微生物ならびに膜で処理して資源再生培養液を

生成した。さらに、再生培養液単体や、これに不足栄養

分を添加したもの、化学肥料（1/2OAT A 処方）と混合

したもの等を用いてレタス栽培実験を行い、資源再生

培養液の有用性について評価した。なお、レタスは 2品 

 

種を用いて、品種間差についても検討した。 

 

4.人工光型植物工場へのプロバイオポニックス栽培

の導入に向けた課題の検討 

 江口 雅丈（大阪公立大学研究推進機構）  

林 伯諺（エスペックミック株式会社）  

環境問題に対する意識の高まりや昨今の肥料供給の

不安定化により、食品残渣や動物の排泄物、あるいは食

品加工時の副産物といった動植物由来の有機物を原料

とする有機質肥料に注目が集まっている。有機質肥料

の利用には、土壌微生物の作用が不可欠であるが、培養

液中では一部の微生物が不活性化するため、有機質肥

料を養液栽培において用いることは困難とされてきた。

しかし、近年、この問題を克服する栽培方法が確立され、

プロバイオポニックス栽培と命名されている。本研究

では、商用規模の人工光型植物工場においてプロバイ

オポニックス栽培を行うための課題の抽出を目的とし、

鰹節製造時の副産物である煮汁を用いて栽培試験を行

った。本発表では、昨年度の試験結果を中心に報告する。 

 

5.人工光型植物工場の最適設計に関わる 

生育予測モデルの構築とその適用性評価 

木下 進一（大阪公立大学大学院工学研究科） 

人工光型工場におけるエネルギー利用の高効率化を

目的として、レタスの光合成速度に及ぼす各種環境因

子の影響を閉鎖型循環流路で構成された同化箱により

評価し、レタスの光合成モデルを構築し、これを考慮し

た生育予測モデルを構築した。このモデルの適用性に

ついて、本学 C20 棟環境シミュレータ室にて制御され

た栽培環境で生育させたレタスの実測重量と、これと

同じ環境条件を生育モデルに入力して得られた予測重

量とを比較することにより検証した。その結果、定量的

な予測精度には不十分な点があり、光合成モデルにお

ける光強度以外の因子の影響、生育の進行に伴う一株

内および株間の葉の重なりの影響などについて、詳細

に検討する必要性を確認した。 

 

6.実稼働データに基づく完全人工光型植物工場の 

        温熱環境とエネルギー収支の解析 

加賀田 翔（大阪工業大学大学院工学研究科）  

完全人工光型植物工場は、隔離された空間で植物の

生育に必要な光、温熱環境、CO2濃度を人工的に制御す

るため、大量のエネルギーを消費する。特に照明と空調

に要するエネルギーが占める割合が大きく、これらの

削減が大きな課題となっている。本研究は植物工場の

空調に要するエネルギー削減策を見出す事を目的とし

第 60回植物工場研究センター（PFC）コンソーシアム研修会 
「PFC2022 年度共同研究等の成果発表会」概要報告 
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て、実稼働中の完全人工光型植物工場の栽培室内の実

測データを基に、温熱環境とエネルギー収支の時間変

化、空調の運転効率について解析を行った。その結果、

栽培室が持つ大きな熱容量が空調の効率的な運転を阻

害している可能性が見出された。 

 

7.完全人工光型植物工場用アオジソの育成 

山口 夕（大阪公立大学大学院農学研究科）  

完全人工光型植物工場は、天候に左右されない栽培

が可能なため安定した野菜供給源として広く流通して

いる。しかし、生産される野菜は約 8割がレタス類であ

り、品目の拡大はそれほど進んでいない。本研究では、

単価の高いハーブ類の中でも最も販売額の大きいアオ

ジソに焦点をあて、完全人工光型植物工場での栽培に

適したアオジソ品種の育成に取り組んでいる。これま

でにジーンバンク由来の 17 系統と市販 4品種を植物工

場設備で栽培し、草丈や収量、香気成分であるぺリルア

ルデヒド含量、機能性成分であるロスマリン酸含量な

どの特性について調査した。現在、その結果を踏まえて

交配育種を進めている。  

 

8.レタス栽培に於ける風によるチップバーン抑制効果 

坂 幸憲（ＣＫＤ株式会社）  

人工光型植物工場での栽培植物の安定生産を目指し

最適な空調制御システムの研究に取り組み、レタス栽

培に於ける風によるチップバーンの抑制と生育促進効

果を明らかにしてきた。これまでは実験用栽培棚をも

ちいた栽培実証試験を行ってきたが、今回は量産植物

工場に近づけるため栽培棚を市販の 3 段式水耕栽培棚

に変更、光環境、風環境、栽培スペースの環境条件を変

え、生育速度とチップバーン発症への影響を確認した

ので結果を報告する。 

ここでは風環境と栽培スペースによる生育影響につ

いて報告。光環境については、別途、植物栽培用の面発

光 LED 照明をご提供頂いた茶谷産業様より報告頂く。 

 

9.面発光 LED 照明による植物生産コスト低減と生産性

向上の可能性の検討 

志戸 崇紀（茶谷産業株式会社） 

植物工場はその建設にかかるイニシャルコスト、光

源・空調などのランニングコストが高く、収益性が課題

となっている。植物工場で栽培される作物の単位面積

当たりの収量を上げること、消費される電気代の多く

を占める光源の電気代を下げることは、今後植物工場

市場を更に成長させるための大きな課題である。 

当社が長年培ってきた車載ディスプレイ用の面発光

技術を用いて、植物栽培用の面発光 LED 照明を開発で

きれば、植物と光源の距離を縮めることで、棚数を増や

すことができ、即ち単位面積当たりの収量の増加につ

ながることが期待できる。 

今回 CKD 様の実験において、当社面発光光源と従来

の所謂線発光光源を用いた栽培棚を其々使用して比較

実験をしていただいたところ、レタスの生育に違いが

あることが確認された。 

 

10.植物生産を環境に配慮して効率化するための 

取り組み例 

大山 克己（大阪公立大学大学院現代システム科学研究

科）  

大山研究室では、植物生産を環境に配慮して効率化

するための一連の研究を実施している。具体例として、

①小型電動ロボットを用いた醸造用ブドウ生産の軽労

化、②生産管理支援システムを利用した作業管理の体

系化・簡略化、③植物を利用した排水および海水の浄化、

に関する研究があげられる。①では、醸造用ブドウ園に

小型電動ロボットを導入することによる軽労化を目指

している。②では、大規模施設における働くひとの管理

の適正化を見込む。③では、植物を利用して、排水や海

水を浄化し、きれいな水を精製する手法が確立される

ことを期待する。これら一連の研究により、植物生産を

環境に配慮して効率化することを目指している。 

 

11.メタバース植物工場に向けた学術的考察 

福田 弘和（大阪公立大学大学院工学研究科） 

仮想現実・デジタルツインを利用した農業に期待が

集まっている。これらの技術は、AI 栽培ロボットの動

作設計や、ゲームエンジンなどを利用した植物の成長

解析や生理代謝のシミュレーション、VR 遠隔栽培やメ

タバース植物工場などの新たな生産方式の基盤として

大きな期待を集めている。産業としてのメタバース植

物工場の実現はまだ先になると思われるが、アイディ

アを生み出すコンセプトとして現時点でも大きな価値

がある。本発表では、メタバース植物工場の議論を開始

するにあたり行った学術的考察を紹介する。 

 

12.ゲームエンジンを用いた体内時計の 

複雑環境応答シミュレーション 

八木 亮太（大阪公立大学大学院工学研究科）  

Cyber-Physical Systems（CPS）農業の実現には、数理・

デジタルの融合技術が必要である。中でも、ゲームエン

ジンなどを利用した植物の成長解析や生理代謝のシミ

ュレーションは、AI 栽培ロボットや VR 遠隔栽培の基盤

技術として必要である。そこで本研究では、ゲームエン

ジン Unity を用いて、非常に複雑な環境刺激に対する

植物の概日時計細胞集団の振る舞いをシミュレーショ

ンするシステムを開発した。これにより、VR ゴーグル 
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を用いた直感的な操作により、複雑な環境入力を設計

し、3D 植物への入力パターンの解析を可能とした。 

 

13.ファインバブルの農業展開の状況 

前野 聖志（株式会社サイエンス）  

ファインバブル（FB）とは 100 µm 以下の微細気泡の

ことであり、中でも 1～100 µm の範囲をマイクロバブ

ル（MB）、1 µm 未満をウルトラファインバブル（UFB）

と呼ばれている。この FB は通常の気泡とは異なる性質

を有している。MB は水中へ効率よく気体を溶かすこと

による溶存酸素濃度の上昇、UFB はその微細さから水中

で長期的な安定性を持っている。この特性により、洗浄

分野、排水処理、漁業など多岐にわたり活用されてい

る。今回はファインバブルの特性を活かした農業展開

の状況について発表いたします。  

 

14.植物ウイルスベクター法を用いた感染症病原体の

抗原大量生産技術の開発  

北宅 善昭（大阪公立大学研究推進機構）  

以下の２目標に向けて、基礎的な検討を行った。植物

ウイルスベクター法を用い、植物細胞で人獣感染症病 

原の抗原を大量生産する系を確立する。また、ホスト植

物を植物工場を用いて大量高速生産するための環境制

御技術を開発する。2022 年度は、主に、目的遺伝子を 

2023 年度 1 回目となる PFC サロンは、大阪公立大学

杉本キャンパス内にある人工光合成研究センターの紹

介と人工光合成研究センター所属の藤井 律子准教授

に話題提供いただきます。 

日時 9 月 28 日（木）16：00～19：30 

話題提供者 藤井 律子 准教授 

（大阪公立大学 人工光合成研究センター） 

話題提供タイトル 

「海中の太陽光と光合成色素〜海藻の光活用法」 

概要 

海藻は、独特の色素を結合した集光タンパクを使っ

て、海洋で得られる緑色の弱光を光合成に使います。こ

の仕組みにはタンパク質中での色素分子の構造が深く

関わっています。今回は、食べられる海藻ミルに注目し

た最近の我々の研究成果を中心に、海藻の可能性につ

いての話題を提供します。 

 

研修会の様子 

導入した植物ウイルスベクターを宿主植物に接種し、 

接種部位における各タンパク質の発現を確認した。ま

た、限られた栽培空間容積で、ウイルスベクターに感染

したホスト植物の側枝の総収量を高めることを目的と

して、茎頂を除去した茎の一部の挿し木苗を用いた養

液栽培において、側枝収穫時期が茎葉へのバイオマス

分配に及ぼす影響を調べた。 

 

第 20 回 PFC サロンのご案内 

参加者 植物工場研究センターコンソーシアム会員 

会場 大阪公立大学人工光合成研究センター・野のはな 

参加費 3,000 円 

 

人工光合成研究センター 

詳細・お申込みは PFC ホームページをご覧ください。 

https://www.omu.ac.jp/orp/plant-factory/ 
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本セミナーは、9 月 27 日開催のスマートグリーンハ

ウス人材育成研修「培養液処方とその修正（イチゴを

例に）」のステップアップセミナーです。 

一般的な培養液管理について詳しく知りたい方々を対

象に、理論と実習を通して学べる内容となっており、

培養液管理の基本的な理論に加え、実習と組成計算な

どの演習により、培養液管理の技術を習得することが

できます。 

9 月 27 日の研修に参加された方はもちろん、受講さ

れなかった方にも理解できるセミナーになっています 

ので、培養液管理に興味があり、基礎的、実用的な

知識を学びたい方は、この機会に是非参加してくだ

さい。 

日時 11 月 8日（水）13：30～16：40 

内容 実習 90 分・演習 90 分 

定員 15 名 

参加費 10,000 円 

詳細・お申込みは PFC ホームページをご覧ください。 

https://www.omu.ac.jp/orp/plant-factory/ 

 

 

2023 年 6 月 30 日に

PFC セミナー：植物工

場の基礎・応用の 1回

目「機能性物質生産と

植物工場」をオンライ

ン形式で開催しまし

た。 

本セミナーでは、3

人の講師の先生方よ

り、植物の機能性成分

含量と防御応答、機能

性成分含量を高める

ための環境調節技術、

植物を用いた医薬品原材料等の有用タンパク質生産に

ついて、基礎から先端の研究成果を含めてご講演いた

だきました。 

また、3講演終了後はコーディネーターである北宅セ

ンター長を交え、参加者と講師の間で総合討論が行わ

れ、高度な環境制御が可能な植物工場の良さを生かし

た機能性植物生産の可能性について考えました。以下

は講演概要です。 

講演１．植物の機能性成分含量と防御応答 

―遺伝子発現制御による高蓄積化の可能性― 

大阪公立大学大学院農学研究科  

准教授 山口 夕(ゆうべ) 先生 

近年、野菜の機能性成分に対する関心が高まってい

る。機能性成分の多くは、植物が紫外線や乾燥などの非

生物的なストレスや、病原菌感染などの生物的なスト

レスから身を守るために生産する二次代謝産物である。

そのため機能性成分の含有量は、ストレスがかかって

いない状況では少なく、ストレスがかかると増加する

ことが多い。植物細胞内での機能性成分の合成は、複数

のステップから成り立っており、含有量を増加させる

ためにはそれらのステップを同時に活性化する必要が

ある。講演では、例をあげて防御応答時の機能性成分合 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

成の活性化の仕組みと、植物工場での機能性野菜生産

の可能性について紹介する。 

講演２．植物機能性成分含量を高めるための環境調節

技術 －光環境を中心としてー 

玉川大学農学部先端食農学科  

教授 大橋 敬子 先生 

人工光植物工場は厳密な環境制御を行うことができ

るため、天候に左右されることなく一定の品質の作物

を計画的に生産することが可能である。ビタミンやポ

リフェノールなどの抗酸化成分の濃度を高めた付加価

値植物、ハーブや薬草を人工光植物工場で栽培するこ

とが近年の研究トレンドである。ニチニチソウは 100種

類以上のモノテルペンインドールアルカロイドを蓄積

しており、中でもビンブラスチンは抗がん剤の成分で

ある。また、弱光でも十分に健全に育つため人工光植物

工場での生産に適した植物である。光環境調節により

アルカロイ生産を効率化させる取り組みについて紹介

する。 

講演３．植物を用いた医薬品原材料等の有用タンパク

質生産 

東京大学大学院農学生命科学研究科  

准教授 松田 怜 先生 

バイオテクノロジーを利用して、植物に医薬品等の

原材料となる有用タンパク質を生産させる方法がある。

この方法で生産されたヒトおよび動物用のワクチン・

治療薬がいくつか実用化されている。この生産法では、

組換え遺伝子の拡散防止のため人工光型植物工場が必

要である。植物工場で生産可能な生産物の 1 つとして

の有用タンパク質をみると、その経済的価値が極めて

高いことから、コストはかかるものの高度な環境制御

が可能な植物工場の良さを存分に発揮しうる生産物と

いえる。講演では、植物利用型有用タンパク質生産の概

要と現状を述べるとともに、一過性遺伝子発現法を対

象とした有用タンパク質生産性向上のための環境制御

に関する我々の研究を紹介する。 

植物工場の基礎・応用「機能性物質生産と植物工場」概要報告 

 

植物工場の基礎・応用の 2回目「実習と演習で学ぶ培養液管理」を開催 
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一般社団法人日本施設園芸協会から、標記の報告が

発信されました。ここではその内容を、日本施設園芸協

会の許可をいただいて、数回に渡って連載します。 

⑤ 栽培用施設面積・栽培実面積 

まず、太陽光型および併用型の栽培用施設面積の比

率をみると、太陽光型では 1～2万㎡が 31％を占め最も

多い 4。また、栽培用施設面積の平均は、太陽光型が約

2.4ha 併用型は約 2.1ha であった。 

 回答者の入れ替えがあるため、データの継続性はな

いものの、栽培用施設面積の平均値の推移をみると、過

去 2 年間縮小傾向にあった太陽光型は、2022 年に増加

に転じた。 

一方、人工光型における生産のための衛生管理エリ

アの床面積については、1,000 ㎡以上を有する施設の比

率が 47％を占める。そのうち、5,000～1 万㎡未満を有

する施設の比率が 9％となっている。また、衛生管理エ

リアの床面積の全施設での平均は約 1,400 ㎡であった。 

さらに、栽培トレイの総面積では、1,000～5,000 ㎡ 未

満を有する施設が 38％と最も多く、5,000 ㎡以上を有

する施設が 19％あった。また、栽培トレイ総面積の全

施設での平均値は約 2,800 ㎡であった。 

 さらに、データの継続性はないものの、人工光型にお

ける衛生管理エリアの床面積の平均値の推移をみると、 

2020 年まで拡大傾向にあったが 2021 年以降 2 年連続

で微減している。ただし、同数値は平均床面積のため、 

 

 

主に多段栽培を行う人工光型の栽培トレイの平均面積 

が減少しているとは限らない。 

 

人工光型の各施設の建物延床面積に占める衛生管理

エリア床面積の割合は、人工光型全体の平均が 0.7、さ

らに衛生管理エリアの床面積の大きさ別に見てみると、

50 ㎡未満（0.6）、500～1,000 ㎡未満（0.7）、1,000～

5,000 ㎡未満（0.8）と床面積が大きくなるほど増加し 

ているが、5,000～1万㎡未満の規模の施設の平均は 0.7

となっている。 

 

 

 

 

4 太陽光型は調査対象をおおむね 10,000 ㎡以上として調査しており、

5,000 ㎡未満の施設は本調査・分析の対象に含まれていない。 

「大規模施設園芸・植物工場 実態調査・事例調査」報告（令和 5年 3月発行）その 3 
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さらに、人工光型では、多段の栽培棚を用いる場合が

あるが、衛生管理エリアの床面積に対する栽培トレイ

総面積の比率は、全施設での平均が 1.9、規模別では

1,000～5,000 ㎡未満の規模の施設平均が最も大きく

2.5 であった。 

事業者によっては、複数の品目を栽培しているが、そ

のうち最も栽培実面積（実際に栽培している区画の合

計面積）が大きい主要品目について、集計したものが下

図である。なお、栽培実面積はその作物を栽培する場所

の合計面積で、人工光型の場合は主要品目における栽 

培トレイ面積を意味する。 

栽培形態ごとの主要品目の栽培実面積の平均をとる

と、太陽光型が約2ha、人工光型は約1,900㎡であった。 

なお、太陽光型の栽培実面積は施設全体の面積より

小さくなるが、人工光型の場合は多段式で栽培してい

ることが多いため、栽培実面積（栽培トレイ面積）の平

均は、衛生エリアの床面積の平均より大きい。 

⑥ 栽培品目 

各事業者における主要栽培品目を集計すると、太陽

光利用合計（太陽光型および併用型）でトマト類が 61％

であった。太陽光型については、トマト類の比率が 71％

と最大で、次いでイチゴ、イチゴ以外の果菜類がそれぞ

れ 8％、レタス以外の葉菜類が 6％であった。一方で、 

併用型ではトマト類、レタス類がそれぞれ 27％、花

きが 20％とトマト類以外の品目の比率も大きい。 

人工光型については、年間を通して安定した需要が

あり、果菜類に比べて光の要求量が少なく、比較的栽培

のしやすいレタス類が 91％で最多となっている。 

 

 

 

さらに、単品目生産施設も含めた全ての施設につい

て、総栽培実面積で栽培品目をみてみると、太陽光型お

よび併用型ではトマト類、そして人工光型はレタス類

が最も多い。 
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スマートグリーンハウス人材育成研修「管理技術/栽培技術」のご案内 

スマートグリーンハウス人材育成研修は、農林水産

省「令和 5年度スマートグリーンハウス展開推進」の

一環で、一般社団法人日本施設園芸協会を介して受託

した研修です。 

 9 月 27 日（水）に開催の「管理技術/栽培技術」で

は以下の 3名の講師（敬称略）に最新の情報をご提供

いただきます。 

1．農業分野で働く女性の仕事と健康 

 磯山 陽介 

（三重県農業研究所 生産技術研究室 主査研究員） 

「働く女性に必要なサポートとは」がテーマです。三

重県で行った、農業女性の健康と仕事に関する実態調

査結果から、今後の働きやすい労働環境について考え

るきっかけとなるような話題提供を行います。 

 

2．培養液処方とその修正（イチゴを例に） 

和田 光生 

（大阪公立大学大学院農学研究科 講師） 

イチゴを例にして、どのような培養液処方が使用さ

れているか、また、栽培中にどのように調整されるの 

が望ましいと考えられているかについて、基本的理論

をもとに説明します。 

 

3．植物工場における防除（病原菌管理）  

東條 元昭 

（大阪公立大学大学院 農学研究科 教授 植物医師） 

植物工場で発生する病害の種類は様々ですが、適確

な診断とそれに基づく対策で防除することが可能で

す。概説後に受講者の質問に答える形で、受講者個々

が困っている病害事例の解決策を一緒に考えます。 

 

参加費 各回 3,000 円 

※本セミナーにおいて、コンソーシアム会員は会員優

待をご利用いただけます。 

定員 各回来場形式 30 名/オンライン形式 90 名 

会場 大阪公立大学中百舌鳥キャンパス C21 棟              

 

詳細・お申込みは PFC ホームページをご覧ください。 

https://www.omu.ac.jp/orp/plant-factory/ 
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